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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

お
忘
れ
で
は
な
い
で
す
か
？

�

２
つ
の
給
付
金

　
「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
と
「
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
」
の
申
請
を
お
忘
れ

で
は
な
い
で
す
か
？

　

臨
時
福
祉
給
付
金
と
子
育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
の
申
請
書
は
、
対
象
と
思
わ

れ
る
方
に
６
月
末
に
発
送
し
て
い
ま
す
。

（
臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
書
は
黄
色
の

封
筒
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の

申
請
書
は
緑
色
の
封
筒
で
送
付
し
て
い
ま

す
。）

　

申
請
受
付
期
間
は
、
平
成
26
年
10
月
１

日（
水
）ま
で
で
す
。
申
請
書
が
届
い
て
い

た
ら
、
案
内
文
書
を
よ
く
お
読
み
い
た
だ

き
、
必
要
事
項
を
記
入
、
押
印
の
上
、
必

要
書
類
を
添
え
て
、
揖
斐
川
町
役
場
１
階

第
１
会
議
室
又
は
各
振
興
事
務
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
臨
時
福
祉
給
付
金
、
子
育
て
世

帯
臨
時
特
例
給
付
金
に
つ
い
て
、
ご
不
明

な
点
や
ご
相
談
は
、
役
場
福
祉
課
又
は
子

育
て
支
援
課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
福
祉
課

　

℡
２
２

－
２
１
１
１（
内
線
２
３
０
）

　

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
２
４
２
）

 

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　

３
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

　

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

１
３
３
０
０
円
～

　

・
そ
の
他　

�

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
、
入

居
者
の
持
ち
込
み
に
な
り

ま
す
。

②
島
住
宅　

２
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
島
１
４
２

　

・
建
設
年
度　

平
成
10
年
度

　

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

２
台

　

・
家
賃　

２
３
２
０
０
円
～

③
北
方
奥
郷
住
宅　

１
戸

　

・
住
所　

揖
斐
川
町
北
方
13

　

・
建
設
年
度　

平
成
18
年
度

　

・
耐
火
構
造
２
階
建　

２
Ｄ
Ｋ

　

・
駐
車
場　

１
台

　

・
家
賃　

２
０
２
０
０
円
～

■
敷
金　

家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

・�

現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

・�

市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納

付
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・�

家
賃
の
他
に
共
益
費（
上
下
水
の
使
用

料
・
共
用
部
分
の
電
気
料
な
ど
）が
必
要

で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

10
月
１
日（
水
）～
10
月
15
日（
水
）

■
入
居
予
定
日

・
平
成
26
年
11
月
下
旬
を
予
定

④�

谷
汲
・
春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地

域
内
の
各
町
営
住
宅
は
、
随
時
募
集
を

し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
７
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
の

運
行
は
法
令
違
反
で
す
！

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
年
々
減

少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平
成
25
年
の
事

故
発
生
件
数
は
約
63
万
件
、
死
傷
者
数
は

約
79
万
人
と
、
国
民
の
誰
も
が
交
通
事
故

の
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得
る
極

め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部
分
で
あ

り
被
害
者
に
と
っ
て
も
加
害
者
に
と
っ
て

も
悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ
て
の
ク

ル
マ
・
バ
イ
ク
１
台
ご
と
に
加
入
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
加
害
者
の
賠
償
責
任

を
担
保
す
る
こ
と
で
、
被
害
者
の
基
本
的

な
賠
償
を
保
障
す
る
制
度
で
あ
り
、
被
害

者
の
救
済
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
、
よ
り
一
層
自
賠
責
制
度

の
役
割
や
重
要
性
、
保
険
金
、
共
済
金
の

支
払
い
の
し
く
み
な
ど
を
十
分
に
理
解
・

認
識
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
自
動

車
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目

的
と
し
て
、
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
に

基
づ
き
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ

て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
運
行

す
る
こ
と
は
法
令
違
反
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
！

国
土
交
通
省　

自
賠
責
保
険（
共
済
）

　

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

http://w
w
w
.jibai.jp
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快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届

出
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
土
地
の
投
機

的
取
引
や
地
価
高
騰
を
抑
制
す
る
と
と
も

に
、
適
正
か
つ
合
理
的
な
土
地
利
用
の
確

保
を
図
る
た
め
、
一
定
面
積
以
上
の
土
地

取
引
に
つ
い
て
届
出
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。一

定
面
積
以
上
と
は
？

①
市
街
化
区
域�

２
０
０
０
㎡
以
上

②�

市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計
画
区
域

（
市
街
化
調
整
区
域
や
都
市
計
画
非
線

引
き
区
域
）�

５
０
０
０
㎡
以
上

③
都
市
計
画
区
域
外

�

１
０
０
０
０
㎡
以
上

揖
斐
川
町
で
は
、

①
該
当
な
し

②
旧
揖
斐
川
町
地
区
が
該
当

③�

旧
揖
斐
川
町
地
区
の
一
部
と
谷
汲
・
久

瀬
・
春
日
・
藤
橋
・
坂
内
地
区
が
該
当

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※�

な
お
、
個
々
の
土
地
の
面
積
が
右
記
基

準
未
満
で
も
、
取
得
す
る
土
地
の
合
計

面
積
が
基
準
を
満
た
す
場
合
は
、
利
用

目
的
か
ら
判
断
し
て
個
々
の
取
引
ご
と

に
届
け
出
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

対
象
と
な
る
土
地
取
引
は
？

　

所
有
権
、
地
上
権
も
し
く
は
賃
借
権
ま

た
は
こ
れ
ら
の
権
利
の
取
得
を
目
的
と
す

る
権
利
の
移
転
ま
た
は
設
定
に
関
す
る
契

約（
予
約
を
含
む
）を
指
し
ま
す
。（
売
買

の
ほ
か
、
交
換
や
賃
借
権
の
設
定
・
譲
渡

な
ど
を
指
し
ま
す
。）

届
出
事
項
は
？

・
契
約
当
事
者
の
氏
名
、
住
所
等

・
契
約
締
結
年
月
日

・
土
地
の
所
在
お
よ
び
面
積

・
土
地
に
関
す
る
権
利
の
種
別
お
よ
び
内
容

・
土
地
の
利
用
目
的

・
土
地
に
対
す
る
対
価
の
額

届
出
時
期
は
？

　

土
地
の
取
得
者（
買
主
）が
契
約
を
締
結

し
た
日
を
含
め
て
２
週
間
以
内
に
、
揖
斐

川
町
役
場
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。な
お
、

期
限
が
休
日
の
場
合
は
次
の
開
庁
日
が
期

限
と
な
り
ま
す
。
届
出
様
式
等
は
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

届
出
を
し
な
い
と
？

　

２
週
間
以
内
に
届
出
を
し
な
か
っ
た

り
、虚
偽
の
届
出
を
し
た
り
す
る
と
、６
ヶ

月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下

の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
他
ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
１
１
２
）

　
　
岩い
わ

手て

県け
ん

大お
お

槌つ
ち

町ち
ょ
う

　

15
回
目
の
「
被
災
地
か
ら
の
活
動
レ

ポ
ー
ト
」
は
、
震
災
直
後
か
ら
、
被
災

地
の
支
援
受
付
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
紹
介
し
ま
す
。

　

大
槌
町
で
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

津
波
に
よ
り
役
場
を
含
む
町
の
中
心
部

の
ほ
と
ん
ど
が
流
失
し
、
行
政
機
能
さ

え
も
麻
痺
す
る
状
況
の
中
で
、
震
災
直

後
か
ら
、
赤
十
字
社
や
多
く
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
活
動
が

始
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
窓
口
と
な
る
の
が
、
社
会
福
祉
協
議

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
す
。
社

会
福
祉
協
議
会（
以
下「
社
協
」）も
、
津

波
に
よ
り
建
物
が
流
失
し
、
会
長
や
事

務
局
長
を
は
じ
め
14
名
の
関
係
者
が
犠

牲
と
な
っ
た
中
で
、
全
国
の
社
協
関
係

者
等
の
支
援
に
よ
り
、
震
災
か
ら
二
週

間
後
、
大
槌
高
校
の
建
物
の
一
部
で
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
そ
の
四
日
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
付
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
全
国

各
地
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
支

援
に
訪
れ
る
中
で
、
過
去
に
経
験
の
無

い
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
設

置
や
運
営
に
関
す
る
経
験
不
足
や
人
員

不
足
、
ま
た
各
関
係
機
関
と
の
連
携
が

上
手
く
行
か
ず
、
受
入
窓
口
の
混
乱
を

生
じ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
付
け
た

も
の
の
、
宿
泊
場
所
等
の
流
失
に
よ
る

活
動
拠
点
の
確
保
の
問
題
、
刻
々
と
変

わ
る
必
要
な
支
援
の
把
握
が
難
し
く
、

支
援
の
重
複
や
逆
に
支
援
が
行
き
届
か

な
か
っ
た
り
と
多
く
の
課
題
を
残
し
ま

し
た
。
震
災
当
時
、
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
は
最
大
三
十
名
ほ
ど
が
対

応
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
他
の
業
務
を

兼
務
し
な
が
ら
３
名
が
対
応
し
て
い
ま

す
。
大
震
災
か
ら
得
た
教
訓
を
生
か
し
、

被
害
規
模
の
把
握
や
被
災
者
ニ
ー
ズ
を

速
や
か
に
把
握
し
、そ
の
状
況
に
応
じ

必
要
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
、

効
果
的
な
支
援
活
動
が
行
わ
れ
る
よ
う

日
頃
か
ら
の
受
入
れ
体
制
を
築
き
、
地

域
の「
受
援
力
」
強
化
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
震
災
時
の
避
難
所
運
営
に
つ
い

て
、
刻
々
と
変
わ
る
被
災
者
支
援
ニ
ー

ズ
に
対
し
、
避
難
所
ご
と
に
対
応
に
差

が
出
な
い
よ
う
ど
う
対
応
す
る
か
、
避

難
所
が
限
ら
れ
る
中
、
障
が
い
者
や
高

齢
者
、
妊
婦
等
「
要
援
護
者
」
に
対
す

る
対
応
、
ま
た
女
性
に
対
す
る
配
慮
方

法
な
ど
課
題
は
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、

八
月
の
広
島
市

で
の
土
砂
災
害

を
目
の
当
た
り

に
し
、
日
頃
か

ら
備
え
る
こ
と

の
重
要
さ
を
感

じ
て
い
ま
す
。

派遣職員
高橋富士夫

ボランティアセンター　　
（社会福祉協議会）の建物

被
災
地
か
ら
の
活
動
レ
ポ
ー
ト
⑮
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小
林 

さ
え
子
さ
ん（
志
津
山
）の

事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

① 

買
い
物
の
時
、
余
分
に
沢
山
買
わ

な
い
。

② 

冷
蔵
庫
を
何
度
か
チ
ェ
ッ
ク
し
、

日
付
を
見
な
が
ら
確
認
す
る
。

③ 

そ
の
日
に
調
理
し
た
も
の
は
、
子

ど
も
も
大
人
も
な
る
べ
く
残
さ
ず

食
べ
る
。

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に
下

水
道
接
続
を
お
ね
が
い
し
ま
す

　

二
十
一
世
紀
は
環
境
の
世
紀
と
も
い
わ

れ
、大
気
汚
染
や
水
質
汚
濁
な
ど
、環
境
保

全
に
つ
い
て
住
民
の
関
心
も
高
く
、家
庭

ゴ
ミ
の
分
別
収
集
、公
害
防
止
策
、資
源
の

リ
サ
イ
ク
ル
等
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
尿
の
水
洗
化
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、

家
庭
生
活
の
雑
排
水
に
よ
る
河
川
、海
等

の
水
質
汚
濁
が
進
ん
で
い
ま
す
。下
水
道

は
、す
べ
て
の
水
を
き
れ
い
に
し
て
川
へ
返

す
こ
と
に
よ
り
、住
み
よ
い
生
活
環
境
の
町

づ
く
り
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
、
快
適
な
生
活
を
送
る
た

め
の
努
力
と
共
に
、
子
孫
の
た
め
に
残
す

価
値
の
高
い
資
産
と
し
て
、
下
水
道
施
設

は
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
す
。

　

ま
た
、
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
処

理
場
か
ら
の
汚
泥
は
、
肥
料
の
原
料
と
な

り
、
農
地
に
還
元
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

揖
斐
川
町
の
環
境
改
善
を
促
進
す
る
た

め
、下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

宅
内
配
管
工
事（
排
水
設
備
工

事
）に
つ
い
て

　

下
水
道
工
事
が
完
了
し
て
供
用
開
始
と

な
る
と
、
個
人
の
敷
地
内
に
設
置
し
た
公

共
マ
ス
に
、
家
庭
か
ら
の
雑
排
水
を
繋
ぐ

宅
内
配
管
工
事
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
各
家
庭
の
ト
イ
レ
の
水
と
家

庭
雑
排
水（
台
所
、風
呂
、洗
面
所
、洗
濯
な

ど
の
水
）を
下
水
道
施
設
に
流
す
た
め
の

工
事
で
、
排
水
設
備
工
事
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
排
水
設
備
工
事
は
、
個
人
負
担
に

な
り
ま
す
。
工
事
費
に
つ
い
て
は
、
各
家

庭
の
状
況
が
違
う
の
で
排
水
設
備
工
事
の

町
登
録
業
者
の
見
積
を
参
考
に
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
上
下
水
道
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

●養老鉄道●
☆利用状況を踏まえ、下記のとおりダイヤの改正を実施します。

【養老鉄道　揖斐駅発　　平日・土休日】� 平成 26年 9月21日改正

時 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
　 14 14 14 18 00 　 15 　 15 　 14 14 14 14 14 　 10

分 33 34 34 34 　 35 25 35 　 35 34 34 34 34 39 30 　
　 54 54 54 50 　 55 　 55 　 54 54 54 54 　 　 　

【養老鉄道　揖斐駅着　　平日・土休日】
時 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 0

07 10 10 10 　 09 　 09 　 09 09 09 09 09 14 04 04
分 30 30 30 34 24 　 29 　 29 29 29 29 29 29 　 　 　

50 50 50 52 　 59 49 　 49 　 49 49 49 49 　 　 　 　

☆サイクルトレインの持ち込み時間帯の変更
　変更前　　　平日　9時頃から 17時頃までの指定列車
　変更後　　　平日　9時頃から 15時頃までの指定列車
　※土休日については、従来通り全列車持ち込み可能です。

●揖斐川町コミュニティバス●
☆時刻表改正を実施します
　養老鉄道のダイヤ改正に伴い、平成 26年 9月 21日（日）より時刻表改正を実施します。
　新しい時刻表については、本誌折込みの時刻表をご確認ください。

「
我
家
の
ご
み
減
量
化

対
策
」の
事
例　
　

活用術
な
るほど

公共交通からのおしらせ
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不
動
産
無
料
相
談
会
の
お
知
ら
せ

「�
地
域
に
貢
献　

社
会
に
貢
献　

土
地
活

用
」

　

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
10
月
を
「
土

地
月
間
」、10
月
１
日
を「
土
地
の
日
」と
定

め
、
土
地
に
関
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
の
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
西
濃
支
部
で
は
、「
土
地
月
間
」
の

普
及
・
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
不
動

産
の
取
引
に
関
す
る
苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
、

法
律
、
空
家
問
題
、
そ
の
他
不
動
産
に
関

す
る
悩
み
事
な
ど
、
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

相
談
内
容
な
ど
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

の
で
、不
動
産
に
関
し
て
お
悩
み
の
方
は
、

是
非
こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
18
日（
土
）　

13
時
～
17
時

■
場
所　

揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　

１
階
会
議
室

■
相
談
料　

無
料

■
申
込
み　

不
要（
当
日
会
場
に
て
受
付
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

�

公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
西
濃
支
部

　

℡
０
５
８
４

－

７
３

－

２
３
０
０

　

営
業
時
間　

10
時
～
12
時

　
　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

　
　
　
　
　
　

土
日
、
祝
祭
日
は
休
み

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

岐
阜
県
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
無
料
相
談
に
つ
い
て

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
生
活
や
就
労
等
に
関

し
て
様
々
な
課
題
を
抱
え
、
安
定
し
た
生

活
を
送
る
こ
と
が
困
難
な
方
を
対
象
に
、

専
門
の
相
談
員
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
）
が
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
者
の
課
題
を
包
括
的
に
捉
え
、
各

種
支
援
制
度
の
調
整
・
調
達
な
ど
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
を
通

じ
て
、
相
談
者
に
寄
り
添
い
、
継
続
的
に

支
援
を
行
い
ま
す
。

　
「
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
」
と
い
っ
た
悩
み
や
複
雑
に
絡
み

合
っ
た
生
活
課
題
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
悩
ん
で

い
る
、ま
わ
り
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
悩
ん
で
い
る
、仕
事
が
み
つ
か

ら
な
く
て
困
っ
て
い
る
、家
族
の
問
題
・
家

族
間
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
、住
む
家
が

な
く
て
困
っ
て
い
る
、多
重
債
務
で
困
っ

て
い
る
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
す
。

【
開
設
場
所
・
時
間
】

○
揖
斐
相
談
室

　

こ
れ
ま
で
は
福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、10
月
か
ら
曜
日
・

時
間
・
場
所
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

　

毎
週
木
曜
日　

９
時
～
17
時

　

揖
斐
公
民
館　

第
２
会
議
室

　
（
揖
斐
川
町
三
輪
４
４
３
番
地
）

　

次
の
と
こ
ろ
で
も
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。

○
岐
阜
本
所

　

月
～
土
曜
日　

９
時
～
18
時

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
Ｇ　

２
階

　
（
岐
阜
市
橋
本
町
１

－

10

－

１
）

○
西
濃
相
談
室

　

毎
週
水
曜
日　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

　

西
濃
総
合
庁
舎　

４
階
会
議
室

【
受
付
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

�

岐
阜
県
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー　

岐
阜
本
所

　

℡
０
５
８

－

２
６
９

－

３
７
５
７

 

公
証
週
間
に
つ
い
て

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
は
、
日
本
公

証
人
連
合
会
が
設
定
し
、
法
務
省
が
後
援

す
る
公
証
週
間
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
法
律
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を

未
然
に
防
止
し
、
権
利
を
擁
護
保
全
す
る

た
め
、
遺
言
や
大
切
な
契
約
を
公
正
証
書

（
法
務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
た
法
律
専
門

家
で
あ
る
公
証
人
が
法
律
に
基
づ
い
て
作

成
す
る
公
文
書
）
で
作
成
す
る
こ
と
を
お

考
え
に
な
っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

公
証
週
間
の
期
間
中
は
大
垣
公
証
役
場

に
お
い
て
、
無
料
公
証
相
談
窓
口
が
開
設

さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
時

　

10
月
１
日（
水
）～
10
月
７
日（
火
）

　
　

た
だ
し
、
日
曜
日
を
除
く
。

　

月
～
金
曜
日

　
　

８
時
30
分
～
12
時
お
よ
び
13
時
～
18
時

　

土
曜
日

　
　

10
時
～
12
時
及
び
13
時
～
16
時

■
場
所　

大
垣
公
証
役
場

　

大
垣
市
丸
の
内
一
丁
目
35
番
地

■
相
談
範
囲
の
例

　

遺
言
・
任
意
後
見
契
約
・
離
婚
・
金
銭

貸
借
・
土
地
建
物
貸
借
等

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

大
垣
公
証
役
場

　

℡
０
５
８
４

－

７
８

－

６
１
７
４

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

会
員
募
集

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康

で
働
く
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の
会
員

が
、
長
年
培
っ
た
経
験
や
特
技
を
活
か
し

て
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
健
康
と
生

き
が
い
の
為
、
あ
な
た
も
会
員
に
な
っ
て

働
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
お
仕
事
の
保
障
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
に
合
っ
た
働
き
方

が
で
き
る
の
が
特
徴
で
す
。
現
在
、
屋
内

外
で
の
軽
作
業
を
希
望
さ
れ
る
会
員
を
急

募
し
て
い
ま
す
。
会
員
登
録
の
説
明
を
随

時
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

電
話
く
だ
さ
い
。
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お
仕
事
の
依
頼
受
付

　

自
分
で
は
出
来
な
い
が
プ
ロ
に
頼
む
ま

で
も
な
い
よ
う
な
事
等
、
お
困
り
の
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
得
意
な
会
員
が
「
親

切
・
丁
寧
・
信
頼
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
対
応

い
た
し
ま
す
。

■
技
能
を
必
要
と
す
る
分
野

　

大
工
仕
事
、
ペ
ン
キ
塗
り
、
襖
張
り
、

障
子
張
り

■�

一
般
作
業　

草
刈
り
、
草
取
り
、
清
掃
、

そ
の
他
軽
作
業

■
事
務
分
野　

毛
筆
筆
耕
等

■�

家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス　

掃
除
、
食
事
作

り
、
洗
濯
、
病
院
等
の
付
添
い

■
管
理
分
野　

施
設
管
理
、駐
車
場
管
理
等

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

福
祉
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
２
階

　

℡
２
３

－

０
９
０
７

　

受
付
時
間　

９
時
～
17
時

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

徳
山
ダ
ム
で

観
光
放
流
が
行
わ
れ
ま
す
！

　

徳
山
ダ
ム
で
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ

せ
、
洪
水
吐
き
ゲ
ー
ト
か
ら
の
観
光
放
流

が
行
わ
れ
ま
す
。
通
常
は
こ
の
放
流
を
見

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
放
流
す
る
日
と
時
刻

　

11
月
１
日（
土
）～
６
日（
木
）の
６
日

間
。10
時
・
11
時
・
12
時
・
13
時
・
14
時
・
15
時

の
１
日
６
回
で
す
。（
各
回
10
分
程
度
）

※�

荒
天
な
ど
で
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
■
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

　

観
光
放
流
の
期
間
中
は
、
徳
山
ダ
ム
サ

イ
ト
公
園
駐
車
場
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

藤
橋
城
駐
車
場（
鶴
見
）お
よ
び
徳
山
会

館
駐
車
場（
開
田
）か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
環
境
協
力
金（
バ
ス
利
用
者
）

　

バ
ス
の
ご
利
用
に
は
、
環
境
協
力
金
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

大
人　

２
０
０
円

　

小
人　

１
０
０
円

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

�

揖
斐
川
町
役
場
水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
推

進
事
務
所

　

℡
５
２

－

０
１
６
６

 

徳
山
ダ
ム
水
陸
両
用
バ
ス
試
験
運
行

　

紅
葉
色
づ
く
徳
山
ダ
ム
湖
で
、
水
陸
両

用
バ
ス
の
湖
面
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
、
次
の
日
程
で
水
陸
両
用
バ
ス
の
試

験
運
行
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
申
込
み
下

さ
い
。

■
運
行
日

　

11
月
１
日
・
３
日
・
４
日
・
５
日
・
６
日

■
定
員　

各
日
と
も
40
名

■
料
金（
協
力
金
）　

大
人　

１
８
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

小
人　

１
０
０
０
円

■
申
し
込
み
要
件

　

揖
斐
川
町
在
住
・
在
勤
者（
旧
徳
山
村
・

旧
杉
原
住
民
を
含
む
）

※
各
日
と
も
に
40
人
ま
で
先
着
順

■
集
合
場
所　

藤
橋
城
広
場
専
用
駐
車
場

※�

中
央
公
民
館
か
ら
の
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平
日

休
日

中
央
公
民
館

９
時
30
分

８
時
30
分

藤
橋
道
の
駅

10
時　
　

９
時　
　

藤
橋
城
広
場

10
時
45
分

９
時
45
分

■
行
程

　

藤
橋
城
広
場

－

徳
山
会
館

－

徳
山
湖

－

徳
山
会
館

－

藤
橋
城
広
場

　
（
約
１
時
間
の
行
程
）

■
出
発
時
間

　

11
月
１
日
・
３
日（
休
日
）
10
時
出
発

　

11
月
４
日
・
５
日
・
６
日（
平
日
）

　

11
時
出
発

■
申
込
み
方
法　

電
話

■
申
込
み
期
間　

10
月
１
日
～
10
月
10
日

　

�

土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く
９
時
か
ら
16

時
ま
で

【
お
申
込
み
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
藤
橋
振
興
事
務
所

　

℡
５
２

－

２
１
１
１

 

期
間
限
定「
地
産
地
消
か
ぼ
ち
ゃ
フ
ェ
ア
」

　

揖
斐
郡
内
で
は
平
成
22
年
か
ら
カ
ボ

チ
ャ
産
地
づ
く
り
に
、
岐
阜
県
・
Ｊ
Ａ
い

び
川
・
揖
斐
川
町
・
大
野
町
・
池
田
町
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
揖

斐
郡
で
採
れ
た
カ
ボ
チ
ャ
を
、
地
域
の
方

に
味
わ
っ
て
ほ
し
い
！
」
そ
ん
な
気
持
ち

を
込
め
て
、
今
年
収
穫
し
た
カ
ボ
チ
ャ
を

使
っ
た
お
菓
子
な
ど
を
揖
斐
郡
内
の
料
理

店
・
お
菓
子
屋
が
提
供
し
ま
す
。

　

趣
向
を
凝
ら
し
た
か
ぼ
ち
ゃ
の
加
工
品

を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

■
販
売
期
間

　

10
月
18
日（
土
）～
31
日（
金
）
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■
販
売
店
舗
一
覧
（
揖
斐
川
町
内
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場
農
林
振
興
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１

 

川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
参
加
者
募
集

　

川
と
海
の
水
の
恵
み
は
私
た
ち
の
生
活

を
支
え
る
大
切
な
も
の
。
美
し
く
安
心
し

て
利
用
で
き
る
水
辺
を
将
来
に
受
け
継
い

で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
「
川
と
海
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
」
は
、

ゴ
ミ
拾
い
を
通
じ
て
、
多
く
の
人
に
ゴ
ミ

を
捨
て
な
い
心
を
育
ん
で
も
ら
い
た
い
と

い
う
願
い
を
込
め
て
開
催
し
ま
す
。
美
し

い
環
境
を
守
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

10
月
18
日（
土
）�
８
時
～
９
時

�

（
７
時
10
分
よ
り
受
付
開
始
）

■
集
合
場
所　

揖
斐
川
岡
島
橋
右
岸
側
下
流

　
『
い
び
が
わ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
』
前

　

他
■
そ
の
他

◎�

軍
手
、
火
箸
等
持
参
の
う
え
、
運
動
靴
、

長
靴
な
ど
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

揖
斐
川
町
役
場　

建
設
課

　

℡
２
２

－

２
１
１
１（
内
線
３
１
５
）

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

司
法
書
士
に
よ
る
相
談
会
と
説

明
会
を
開
催
し
ま
す

司
法
書
士
に
よ
る
「
高
齢
者
・
障
害
者
の

た
め
の
成
年
後
見
相
談
会
」

■
日
時　

10
月
18
日（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
16
時（
無
料
）

■
場
所　

岐
阜
市
鶴
舞
町
２

－

６

－

７

　

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
岐
阜
４
階
中
会
議
室

■
相
談
例

・�

ひ
と
り
暮
ら
し
の
今
後
が
不
安
。
知
的

障
害
を
持
つ
子
供
の
将
来
が
心
配
。

・�

遺
産
分
割
協
議
を
し
た
い
け
ど
相
続
人

の
一
人
が
認
知
症
で
で
き
な
い
。

・�

年
金
が
母
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
な
い

み
た
い
…
…
ど
う
し
よ
う
。

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
説
明
会
「
成
年

後
見
制
度
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」

■
日
時　

10
月
18
日（
土
）

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分（
無
料
）

■
場
所　

岐
阜
市
鶴
舞
町
２

－

６

－

７

　

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
岐
阜
３
階
大
会
議
室

　

定
数
60
名　

要
予
約
・
先
着
順

■
実
施
機
関　

岐
阜
県
司
法
書
士
会

　
�

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
・
リ
ー
ガ
ル
サ

ポ
ー
ト
岐
阜
県
支
部

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

岐
阜
県
司
法
書
士
会
事
務
局
内

　

℡
０
５
８

－

２
４
６

－

１
５
６
８

　

ま
た
は

　

℡
０
５
８

－

２
５
９

－

７
１
１
８

 

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談

所（
岐
阜
地
方
法
務
局
）の
開
設

に
つ
い
て

　

岐
阜
地
方
法
務
局
で
は
、
住
民
の
皆
さ

ま
の
日
頃
の
疑
問
や
悩
み
ご
と
な
ど
に
お

応
え
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
、「
全
国

一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所
（
岐
阜
地
方

法
務
局
）」
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

　

相
談
は
法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
司
法

書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
お
よ
び
人
権
擁

護
委
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　

土
地
、
建
物
の
相
続
や
売
買
な
ど
の
登

記
に
関
す
る
こ
と
、
土
地
の
境
界
に
関
す

る
こ
と
、
遺
言
、
後
見
な
ど
公
正
証
書
に

関
す
る
こ
と
や
人
権
相
談
な
ど
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
事
前
の
ご
予
約

も
お
受
け
し
ま
す
。）

　

相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

■
日
時

　

10
月
５
日（
日
）　

10
時
か
ら
16
時

■
場
所

　

岐
阜
地
方
法
務
局
大
垣
支
局

　

大
垣
市
丸
の
内
１
丁
目
19
番
地

【
ご
予
約
・
お
問
い
合
せ
先
】

　

岐
阜
地
方
法
務
局
大
垣
支
局
総
務
課

　

℡
０
５
８
４

－

７
８

－

３
３
４
７

出品企業・団体 品　名 販 売 店 舗 名

揖斐菓匠庵　みわ屋 かぼちゃパイ 揖斐菓匠庵　みわ屋

水月亭 釜めし 水月亭

棚橋牛乳 かぼちゃプリン
道の駅　星のふる里ふじはし
JAいび川�大野ファーマーズマーケット

農業婦人クラブ　アグリ IBI クッキー 道の駅　星のふる里ふじはし

かたくり工房 シフォンケーキ
JAいび川�ブルースカイ
JAいび川�大野ファーマーズマーケット

JAいび川女性部加工グループ お惣菜 JAいび川�大野ファーマーズマーケット



2014. 10  Public Information IBIGAWA 24

 

快
適
な
生
活
環
境
の
た
め
に

�

下
水
道
接
続
を
！

 

必
ず
チ
ェ
ッ
ク　

最
低
賃
金
！

使
用
者
も
労
働
者
も

　

岐
阜
労
働
局
で
は
、
県
内
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
「
岐
阜
県
最

低
賃
金
」
を
、
本
年
10
月
１
日
か
ら
時
間

額
７
３
８
円（
改
正
前
の
時
間
額
７
２
４

円
か
ら
14
円
の
引
き
上
げ
）
と
す
る
よ
う

改
正
し
ま
し
た
。

　
「
岐
阜
県
最
低
賃
金
」
は
、
雇
用
形
態

に
関
係
な
く
県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す（
特
定
の

産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
は
、
岐
阜
県

最
低
賃
金
と
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
の

い
ず
れ
か
高
い
方
が
適
用
さ
れ
ま
す
）。

　

最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通

常
の
所
定
内
賃
金
に
限
ら
れ
、
精
皆
勤
手

当
、
通
勤
手
当（
交
通
費
）、
家
族
手
当
、

時
間
外
・
休
日
お
よ
び
深
夜
労
働
に
対
す

る
割
増
賃
金
、
賞
与
な
ど
１
か
月
を
越
え

る
期
間
を
対
象
と
す
る
も
の
、
臨
時
に
支

払
わ
れ
る
賃
金
は
含
め
ま
せ
ん
。

　

最
低
賃
金
を
下
回
る
金
額
で
労
働
契
約

を
結
ん
で
も
、そ
の
契
約
は
無
効
で
あ
り
、

こ
の
場
合
事
業
者
は
少
な
く
と
も
最
低
賃

金
額
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
岐
阜
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
室
ま
た
は
お
近
く
の
労
働
基
準
監
督

署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

岐
阜
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

　

℡
０
５
８

－

２
４
５

－

８
１
０
４

 

「
福
祉
講
座
」開
催
の
お
知
ら
せ

　

岐
阜
県
年
金
受
給
者
協
会
で
は
次
の
と

お
り
福
祉
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
日　

11
月
７
日（
金
）13
時
～
16
時

■
会
場　

大
垣
市
情
報
工
房

　
　
　
　

５
階
ス
イ
ン
ク
ホ
ー
ル

■
講
座
内
容

・�

第
１
部�

防
犯
講
座『
ま
さ
か
、私
が
…
』

犯
罪
被
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に

　

岐
阜
県
警
察
本
部
高
齢
者
安
全
対
策
指
導
班

・�

第
２
部�

健
康
講
座
『
介
護
す
る
人
、

さ
れ
る
人
』
に
な
ら
な
い
た
め
に

　

大
垣
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

・
第
３
部�
歴
史
講
話『
軍
師
竹
中
半
兵
衛
』

　

大
垣
市
立
図
書
館　

歴
史
研
究
グ
ル
ー
プ

　

大
垣
市
文
化
財
審
議
委
員　

清
水　

進
氏

■
定
員　

４
５
２
名　

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

■
参
加
料　

無
料

■�

参
加
資
格　

西
濃
地
域
２
市
９
町
の
在

住
者（
年
齢
問
わ
ず
）

■�

申
込
方
法　

当
協
会
ま
で
電
話
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■�

そ
の
他　

ロ
コ
モ
度
テ
ス
ト
、
陶
芸
作

品
展
示
や
絵
付
け
実
演
、
落
語
あ
り

【
お
問
い
合
せ
先
】

　

岐
阜
県
年
金
受
給
者
協
会

　

�（
岐
阜
市
西
中
島
７

－

１

－

24
三
鈴
ビ
ル
２
Ｆ
）

　

℡
０
５
８

－

２
１
０

－

２
６
１
１

　

FAx
０
５
８

－

２
１
０

－

２
６
１
２

○地方公共団体財政健全化法の概要
　地方公共団体の財政の健全化に資することを目的に、平成 19年 6月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
が制定され、地方公共団体は実質赤字比率など法律で定められた財政指標を公表することが義務づけられました。比
率が早期健全化基準（経営健全化基準）を超えると計画を作成し自主的な財政健全化を、財政再生基準を超えると国の
関与による再生を図ることとなります。

○揖斐川町の健全化判断比率及び資金不足比率
　平成 25年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足比率は下記のとおりで、いずれの指標も早期健全化基準（経
営健全化基準）を下回っています。なお、実質公債費比率は、昨年度数値よりも改善しており、将来負担比率は将来負
担がないため「－」で表示しています。また、実質赤字比率、連結実質赤字比率及び資金不足比率は、昨年に引き続
き赤字額及び資金不足額がありませんので「－」で表示しています。

２．資金不足比率
（単位：％）

特別会計の名称 資金不足比率 経営健全化基準
上 水 道 事 業 会 計 ―

20.00�

大和簡易水道特別会計 ―
永簡易水道特別会計 ―

市場簡易水道特別会計 ―
谷汲簡易水道特別会計 ―
北部簡易水道特別会計 ―
農業集落排水事業特別会計 ―
公共下水道事業特別会計 ―
個別排水事業特別会計 ―
※�どの特別会計も資金不足額がない（黒字）ため「－」で表示
しています。

１．健全化判断比率
（単位：％）

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債
費比率

将来負担
比率

―
（13.19）

―
（18.19）

7.5
（25.0）

―
（350.0）

※下段（　）内は各比率の早期健全化基準
※�実質赤字比率及び連結実質赤字比率は黒字のため「－」で表
示しています。
※�将来負担比率は将来負担がないため「－」で表示しています。

健全化判断比率及び資金不足比率の公表について（平成25年度速報値）
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　サルナシは北海道から九州までの日本と朝鮮半島、中国、サハリンなどの山地に生える落葉のつる性の木
本。他の樹木などに絡みつき高く伸びる。葉は広卵形から楕円形で、同じマタタビ科のマタタビの葉は葉の
先半分が白く変色するが、サルナシは白くならない。葉柄が赤く目立つ。雌雄異株。花は葉腋に着生する花
弁は 5枚である。名前は猿梨で、果実は甘酸の味が適度で梨のようであり、猿も好んで食べるのでサルナシ
の名前がある。中国名は軟

ナンソウビコウトウ

棗獼猴桃と言う。山で自生の果実のうちサルナシが最高の美味を持っているという。
シナサルナシはキュウイフルーツの原種。
　薬用には蔓、葉、根、果実を用いる。蔓は必要時に採取する。樹皮は春から夏に採取し、そのまま陰干し
で乾燥させる。葉は 8～ 9月に採取し乾燥させる。果実は 10～ 11 月、淡緑黄色に熟したものを採取する。
根は冬に掘り取り水洗いして乾燥させる。
　利尿に樹液および樹皮の煎剤を用いる。太い蔓を地上部から 30～ 50センチで切り、切り口に容器を当て
て流出する樹液を受ける。1回に 30～ 50ミリリットルを服用する。また陰干しに調整した樹皮を刻み、そ
の 10～ 15 グラムは一日量であり、水 600 ミリリットルを加えて煎じ、約半量に煮詰めてこし、一日三回
食間に服用する。
　果実にはビタミン Cが多く含まれる。昔から強壮薬として解熱、糖尿病、のどの渇き、風邪気味のときに
一日 5～ 6個を熟した果実を生で食べるか、乾燥した果実ならば一日量約 5グラム
に水 600 ミリリットルを加えて煎じ、一日三回食間に服用する。葉も同様の効果が
あり、一日量 5～ 10グラムを水 600 ミリリットルで煎じ、一日 3回食間に服用する。
　中国では乾燥した根は刻み、一日量 15～ 60 グラムを煎じ、黄疸、関節痛に又他
の生薬とともに食道がん、胃がんなどに用いられる。
　健康酒を作るには、完熟する前の果実を用いる。果実を採取したらそのまま、水洗
いせず、1.8 リットル容の広口瓶等におよそ半分まで入れる。次いで砂糖 50グラム
とホワイトリカーを口元まで入れて冷暗所で 2～ 3ヶ月熟成させる。夕食後に 20～
30ミリリットルを飲む。� （岐阜薬科大学名誉教授　水野瑞夫）

◇
揖
斐
川
尚
和
園
へ

　

牧
村　

三
男
さ
ん（
北
方
）

　

き
ゅ
う
り
、
な
す

◇
揖
斐
川
町
ふ
る
さ
と
基
金
へ

　

正
村　

千
秋
さ
ん（
千
葉
市
）

　

小
林　

弘
之
さ
ん（
東
京
都
足
立
区
）

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

自　衛　官　等　募　集　案　内
募集種目 受験資格 受　付　期　間 試　験　期　日 合格発表

高等工科
学校生徒

男子で中卒
（見込含）
17歳未満の者

推薦 平成 26年 11月 1日～
平成 26年 12月 5日

平成 27年 1月 10日～ 12日
※いずれか 1日を指定 平成 27年�1 月 23 日

一般 平成 26年 11月 1日～
平成 27年� 1 月 9日

1次　平成 27年 1月 24日
2次　平成 27年 2月 5日～ 8日
のうち 1日

1次　平成 27年 1月 30日
最終　平成 27年 2月 20日

自 衛 官
候 補 生

18歳以上
27歳未満の者 男子 年間を通じて行ってお

ります 受付時にお知らせいたします。 試験時にお知らせします

※受験資格の年齢は各種目とも平成 27年 4月 1日現在です。
※第 2次試験は、第 1次試験合格者のみです。
※毎週火・木曜日に大垣地域事務所で説明会を行っています。
※お問い合せ　「自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所」大垣市林町 5－ 18光和ビル 2階　電話０５８４－７３－１１５０

　

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を

受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
と
褒
賞
金

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

髙
松　

芳
夫�

さ
ん（
小
島
）

�

８
月
27
日（
水
）　

95
歳　

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

いびがわ　特産品シリーズ サルナシ（マタタビ科）

寿
長
ご

さ
ん

今
月
の


